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2．上相川と近世相川  
を構成していた。一方の下町は、買石・床屋・鍛冶などの精練・冶  
金業者や職人の居住区であった。すなわち、ここでは銀山一山小屋   
（採掘業者居住区）一下町（精練業者居住区）という銀の採掘から  
精練にいたる一連の作業に明確に対応したゾーニングが施されてい   
たことになる。  
この中間に位置する相川はどうか。相川金山は院内銀山に先立つ  
慶長5年（1600）に開山されており、金山が発見されると各地から   
山師集団が続々と入山し、初期の鉱山町が上相川に形成される。こ   
れらの町々は金山の下、北沢の川筋に立地し、あらかじめ鉱石の精  
練に適した位置が選ばれていることが注目される。当初の町の形態   
は不明な点が多いが、『梅津政景日記』に「佐州なとにてハ、すは町・   
弥十郎町・ゆふはく町なとゝ申候ハ、其身の金子を童町ノ内二差置   
候」とあるように（3）、山師によって組織された技術者集団が一つの   
町を形成し、かつ鍛冶町・床屋町などの町名から推察されるように、  
買石業者・精練技術者もまた上相川に住んでいた。すなわち、採掘  
と精練を行なう業者・職人が居住区を分けずに集住し、山師を頂点   
とするヒエラルキッシュな組織集団が個別の町空間と対応する状況   
を見ることができる。  




轄領となり、慶長8年大久保長安が佐渡奉行所を山下の台地の突端   
2．1相川の原点・上相川  
2．1．1鉱山都市の諸段階   
鉱山都市・相川の初期の特質は、石見銀山と院内銀山を比較する   
ことによって明らかになる。   
石見銀山は15世紀前半の天文期に開かれた鉱石であるが、当初の  
鉱山町は現在の大森にはなく、銀山が採掘される山々に展開してい  






























者・職人が日々生産を行なう場としての性格を窺うことができる。   
一方、ここには登場しない採掘に携わる技術者・職人・労働者は当   
然上相川に居住していたはずである。かれらは山師とどのような関  
係を結んでいたのか。ふたたび、『梅津政景日記』をみることにしよ   




と申し入れた。しかし、この申入れに対して、政景は「山を我手柄   
にて見立、手前之才覚にてかなごを集、野山を切明、我身の居度所  
ニ、奉行法度もなきい前、有付候ハゝ、左も可有候、此山之儀ハ、   
窪田御奉行衆為御代官、兵庫殿御出被成、屋敷を被渡割被下候上ハ、   
其身共ほしいまゝこハ、成間敷候」と述べ、山師の手柄によって開   
発された鉱山で、みずからの才覚で組織した金名子であればいざし   
らず、藩主導のもとに開発された銀山に後から参入してきて、なお  
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かつ金名子も充分に組織しえない山師に対してこのような申入れを   
承認することはできないと明言し、願上を却下している。その後銀   
山奉行は別の場所に町制を施し、金名子達の居住区を割り出してい   
る。ここには山師から一定の自立を果たした金名子の姿をみること   
ができる。   
一方、相川では「其身の金子を萱町ノ内二差置」ことが可能であっ  
た。山師が組織する技術者・労働者集団は、親方である山師の配下   
にあり、彼らは単なる労働力としてのみならず、おそらく人格的支  
配をも受けるような存在であったと想定される。すなわち、初期の   
上相川の町は、山師という卓越したボスを頂点とするヒエラルキッ  
シュな社会集団の駐屯・生産地点としての性格が濃厚であり、その   
集団の構造が町の空間にも投影されていたとみるべきである。後の   
史料になるが、「元禄七年佐渡国稚太郡相川町中畑屋敷御検地水帳」   
によると、上相川の各町を構成する屋敷は、きわめて小規模なもの  
から、大規模なものまで存在し、慶長以降寛永期にかけて新たに成   
立したフラットな町とは明らかに構成原理を異にする（次章参照）。  
これは、上で述べた初期の山師町の特異な性格を伝えているからに   
他ならない。   
ところで上相川の山師の町は、初期城下町の町と共通する部分が  
認められる。たとえば、成立期の江戸では、徳川氏の伝馬・染物・   
鉄砲・大工等の御用を国役で請負う代償として数町単位で町地を拝   




示するために建てられたと考えられる（6）。こうした国役請負者は初   
期特権商人であると同時に、町割をみずから行なえるような土木技  
術を持ち、数多くの技術者・職人集団を組織してその頂点に立つよ   
うな存在であった。相川における山師は鉱山開発の専門集団であっ   
たという遠いはあれ、近世初頭の城下町建設に携わった国役請負者   







ただちに入山可能な技術者集団が全国各地に成立していたことを物   
語るものである。  
山師の町と鉱山の間歩がいかなる関係にあったかについては今の   
ところ明らかにしえない。しかし、間歩の開発順序は上相川の町の   
形成過程とおそらく連動していたはずであるし、良質な間歩を稼い   
だ山師の町は発展を遂げることになる。従来必ずしも注目されな   
かった、間歩と町との相関関係を探ることは今後の重要な課題とな   
ろう。   
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2．1．3相川の近世都市化と上相川   
慶長8年大久保長安による相川支配は、初期の間歩と上相川から  
なる2元構造を解体させ、鉱石の採掘から精練、出荷までの作業工   
程をシステマテイツクに行なう近世産業都市へと変貌させることに   
なる。それは、北沢の川筋を軸として山上から下町へ展開する、山   
一台地一浜一海という地形構造を巧みに利用した近世都市への改変  
であった。物流の各ポイントには番所が配され、相川という都市空   
間は生産・物流の支配空間として分節・再編されることになる。そ  
して、その喉元にあたる台地の突端に佐渡奉行所が君臨したのであ   
る。このように相川の近世都市化は特定の場所の重層的な再編では   




相川の原点ともいえる上相川が充分な都市的成熟を遂げる間もな   
く下町へ機能分散され、寛永以降の金山の不振とともに上相川は   
ゴーストタウン化の兆しを見せ始める。都市の重心は下へ下へと移   
動し、近世の都市的蓄積はむしろ直接鉱山に依拠しなくても成立し   
うる浜沿いの町に結実する。角ばった岩石が川上から川下に向かう   
につれて角が取れ、滑らかな石になるように、初期山師によって形   
成された山上の不規則な町々は、山を下りるにしたがって近世的な   








近年打続銀山不盛、別而去夏以来米直段高直二而営ミ万難渋いたし、   
是迄ハ少々所持之家財売払身命相送候所、此末暮万事段尽果候」と  
窮状を訴え、米値段の引下げを歎願している（『佐渡国略記』）。上相  
川には文政9年（1826）の「墨引」によると、銀山大工や銀山荷揚   
などの鉱山関係の労働者が高い比率で居住しており、鉱山の不振は   
彼らにとって極めて深刻な問題となっていた。家財道具を売却する  
などなんとかして当地に留まろうとする努力も、米価の暴騰によっ   
て臨界点を越え、彼らは奉行所に米価引下げを迫ったのである。し   
かし奉行所はなんら有効な手立てを講ずることができなかった。上  
相川に往時の面影はもはやなかったが、金山の衰退にもかかわらず   
19世紀においても鉱山関係者が依然少なからず存在していたことは   
注目してよい。上相川には山の守護神＝山の上神社があり、相川に   
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宝暦期の相川・都市施設（1：20．000）   
2．2近世相川の成立  
近世相川の都市としての出発点は、いうまでもなく金山の発見と  
それに続く開発であった。最初期の鉱山町は、金山近くの開けた台   
地である上相川に開かれた。その後、慶長8年（1603）に佐渡支配   
として幕府より派遣された大久保長安によって、大規模な都市計画   
が行われた。金山から海に向かって延びる尾根上にメインストリー   
トが展開し、その尾根の終点に奉行所が置かれて、町の中心、特に  
行政、物流の中心となったのである。またこの尾根を挟む2つの沢、  
北沢と南沢を擁する谷沿いにも町は展開したが、尾根上の町が持っ   









現在でもほとんど変わらず見ることができるのである。   
『佐渡相川志』によって、宝暦3年（1753）当時の相川の番所な   
ど各種施設を現在の地形図の上にのせて、図にあらわしてみた（図  
21）。これを見ると、金山から発して海に向かって延び、さらに   
区12－1   
が、上記のように相川は近世都市化する過程で、台地上から下町に  
かけていくつかタイプの異なる町を成立させた。これらは上相川の   
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（2）山口啓二『幕藩制成立史の研究』（校倉書房、1974年）、同『鎖国   
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（6）玉井哲雄「近世都市と町家」（『講座日本技術の社会史7建築』日  




事業主   自営   安定雇用   臨時雇用   
金児他  川流他  山留他  石撰他  
鉱山関係（冨≡ 
鋼床屋他  勝場佐事師他  
供給    後藤商人他   御用炭作他    銀山飯取他   売子荷揚   
番所問屋   定番匠他  地役人他  
行政（芸芸所  質屋他  
製造販売〈芸票   
廻船持他   青白屋他   薪割他  
紺屋他   家大工他   紺屋形付   
（ 
職   町医師他  
施設 駕籠屋  せんたく師他  出入奉公   日雇取他  
湯屋他  飯取   
農水  漁師他  
海沿いに広がっていく都市の道路網や、そこを行き来する人・物を  
管理するために置かれた番所の様子が、自然地形とも関連してよく  
わかる。金山周りや、町域周縁の陸路、海路双方の窓口といった要   
所が固められているのである。また段丘上の奉行所とは別に、羽田   
町に代官の陣屋が置かれている。これはおそらく、段丘上の奉行所   
が主に金山経常を目的としていたのに対し、都市の管理を行うため   
に後から設けられたものであろうと考えられる。   
ここでの目的は、近世中期から後期にかけての相川の一断面を浮   
かび上がらせることである。史料上の制約により、都市としての相  
川の発展を段階を追って分析することはできず、また榎元の対象と   
した時代も、鉱山都市としての盛期はすでに過ぎた後である。しか   
し、金山という典型的な単一産業基盤に依拠した都市である相川が、   
近代の産業技術の導入以前にどのような都市構造によって成り立っ   
ていたのか、その全体像を明らかにすることは、決して無意味では   
あるまい。  
町割り、地割りの寸法体系、及び職業分布と、都市構造をなす条  
件のうちの一部を分析したものではあるが、少なくとも町割りにお   
いて、その影響が現在まで残っている以上、現代のまちづくりに際  
しても何らかの示唆が得られるものと期待して、以下、分析を進め   
ることとする。   






相川町町墨引」（1826、同じく「文政墨引」と略す）を利用し、後述   
の類型にしたがって職種別、雇用形態別の分布を調べた。  
2．3．1間口・奥行の分析－「元禄検地帳」   
ここでの分析は、基本的に、一本の道があり、それに面して地割  
りが施されている、という形を取っている町を対象としている。複   
数の方向を持つ町については、代表的な組み合わせ、言い換えれば、   




では、4間半から6間程度の数値が見られる。次に海沿いの町では、   
柴町から羽田町に至る町と、一丁目以南、下戸までの町とで傾向が   
異なっている。羽田町以北では、メインストリートを構成する町（小   
六町、石和町など）で4聞から4間半、浜に沿った町で3間前後の   
数値が多い。一方一丁目以南では、表町は、4間半から5間程度で   
傾がそろっているが、浜町については、4間半から8間と、かなり   
ばらつきが見られる。  
奥行については、平均値そのものよりも、値の偏差つまりばらつ  
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図2－2 大類型による職業分布  
きに注目したい。というのは、町が層状に構成されているか、そう  
でないかで、偏差に違いが見られるからである。上町で言えば、味  
噌屋町や四十物町、下町で言えば、二丁目から四丁目の表町などで   




沿いの町の海側、下町の中で五郎左衛門町、小六町といった山を背   
にした町では、偏差が大きいところが多く、はっきりした背割りが   
ないことを示している。  










羽田町までの下町ともに、3間半から4間半という値が見られる。   







辺部で値がそろっている。次に下町の羽田町以北では、石打町西側   
と材木町東側（つまり背中合わせになっている部分）について、そ   




27間と、表町の両側で奥行の著しく異なる町が造られていることが   
わかる。  
2．3．2職業分布について－「文政墨引」   
職業分布の分析を進めるに当たり、職業の類型が必要となる。こ  
こでは『図説佐渡金山』を参考に、職種別に11類型、営業（雇用）   
形態別に4類型を設定し、また職種類型については、さらに鉱山関  
係、行政、製造販売、施設、農水、その他という大須型を設定し、   
分析を進めている（表2－1）。  
以上の類型に基づいて、各町の職種分布（大類型）のグラフを図   
2－2に示す。  
庄右衛門町より上、つまり金山のすぐそばの町では、鉱山関係の   
了6  
図2－3 文政期上相川復元図（1：2．500）  
労働者の割合が全体の半数を超えている。特に相川町、清右衛門町  
などでは、7割に迫ろうかという数字を示し、文政期においても上   
相川が鉱山労働者の町としての役割を果たしていたことがうかがえ   
る。  
一方、もう一つ鉱山関係労働者の比率の高いグループがある。板  
町、一丁目浜町といった海沿いの町である。羽田町以北の古い町と、   
それより南の新しい町とでは若干事情が異なるが、ほぼ同じような   
傾向が見られる。  
行政関係は、下京町や会津町、弥十郎町など奉行所周辺の町に特  
に多く見られるが、元史料によって細かく職種を見てみると、その   
分布は町によって異なっている。すなわち、会津町や坂下町・北沢   
のように地役人がその大部分を占めている町がある→方で、弥十郎   
町のように、定人足や御用職人、詰医師など、奉行所出入りの職業  
の比率が高い町もある。  
販売、各種職人といった製造販売関係が最も多く見られるのは、   
海岸段丘より下の町、中でも特に表通りに面する町である（石和町、   










ては、水金町における遊郭の存在が目立つ、といったところである。   
「文政墨引」の中には、農業従事者はほとんど見られない。上町  
にわずかに見られるが、「農水」に分類されるのは、大部分が漁業関  




大まかに言えば、販売と職人はほとんど自営であり、鉱山労働者   
は安定雇用に分類されている。そこで、雇用形態別の分布状況も、   
それらの職種別の分布に準じたものとなっている。  
具体的には、鉱山労働者の多い上町、特に中京町あたりまで、圧   
倒的に安定雇用の割合が高い。下京町、八百屋町や長坂町などでは、   
逆に自営の率が高くなっている。職人、専門職が多いからであろう。  
下町では、柴町、大間町といった層構造のない町も含めて、メイン   
ストリートでは自営の割合が高く、浜沿いの町で安定雇用の割合が   
高い。また臨時雇用については、炭屋町や三丁目裏町、馬町、下戸   
炭屋裏町といった山側の町で高率になっている。   
2．4地域別復元とそれぞれの地域の特徴  
相川の町は、金山を出発点として尾根沿いに発達し、海岸段丘の  
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相川の都市発展を考察するにあたり、以上の点を考慮して、全域   
をいくつかの地域に分割した。まず海岸段丘を境とし、上町と下町   
に分割する。さらに上町は、諏訪町、大工町を境として、金山に近   
い部分、初期の頃から開かれた町と、奉行所周辺、都市の行政的機   
能を主に担っていた地域とにわけられる。また下町は、埋め立てに  
よる町域拡大に着目し、埋立て以前の町（羽田町以北）と、新しい   
町（一丁目以南）とにわけた。以下、さきに行なった分析をもとに、   
町割り、地割りの計画寸法、及び職業の分布に着目して、「相川町字   
図」、現在の地形図を併用しながら、それぞれの地域別に特徴を明ら   




そろっているのみである。これに対し間口は、嘉左衛門町西側と庄   
右衛門町東側で2間半～3間半、清右衛門町では2間半、嘉左衛門   
町東側で3間、庄右衛門町西側で3間半といったところがそろって   
いる。  
職業は、当然のことながら鉱山関係の労働者が多い。特に嘉左衛   
門町、清右衛門町、庄右衛門町といった町では、その割合が半数を  
超えている。しかし諏訪町においてその割合は、他の職種に比べて   
高いとはいえ4割弱にとどまり、反対に製造販売・施設関係が占め   
る割合が大きくなっている。これは針仕事などの職人や出入奉公な   
ど、直接鉱山に関係のない職につく住人の割合が比較的高くなって   
いることの現れといえる。こ♂）範囲ではないが、諏訪町の西、大久   
保長安の計画によって開かれた大工町になると、この傾向がさらに   
顕著に見られるようになる。これはすなわち、嘉左衛門町より上の   
町は、ほぼ純粋に鉱山労働者のみによって構成されているが、諏訪   
町、そしてさらに下の大工町は、鉱山を間接的に支える人々の多い   
下町へのいわば遷移的状況を示しているのではないだろうか。相川   
町、庄右衛門町、嘉左衛門町、そして諏訪町の職種別分布を、図2   
－4に抜き出しておく。  
雇用形態についても、労働者が多いことを反映して自営の割合は  
低く、安定雇用の割合が高い。   




成された町である。町に層構造はほとんど見られず、町割り、地割   
りにあたっては、おそらく自然地形に左右されるところが大きかっ   
たと思われる。なお、この節で復元の対象としたのは、宗徳町、嘉  
左衛門町、清右衛門町、庄右衛門町である。   
この地域を復元したものを、図23に示す。  
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図2－5 文政期奉行所周辺復元図（1：2．500）  
いだろう。上相川の各町は、金山近くの台地上に造られ、嘉左衛門   
町から諏訪町にかけての町は、北沢に沿った谷の南側の斜面に開か   
れている。また文政の時点での職業分布から考えても、純粋に鉱山   
運営のために設けられた町であり、この地域より海側の地域のよう   
な、様々な要素の複合した都市的な様相は持っていなかったと思わ  
れる。また、町の間の格の違いも、少なくとも計画当初には存在し   
ていなかった。   
『佐渡相川誌』によれば、この地域の各町名は、それぞれ開発し  
た山師の名に由来するとのことである。  
となっていることから、これらの町ではほぼこの寸法で計画されて   
いたと推定できる。一方下京町では、北側で15間～16間、南側で16  
間～17間となっていて、いずれも米屋町、四十物町よりも大きく、   
ほぼ倍の数値である。このように、奥行の計画寸法のみから考える   
と、下京町を含めた京町の面する通りがメインストリートであり、   
北に広がった町がいわば裏町であることがわかる。  
間口については、元禄の時点でそれぞれ特に決まった数値が見ら   
れるわけではなく、しいて言えば平均間口が、下京町で5．57（間）   
に対して四十物町で4．28、米屋町で5．23と若干小さくなっている程   
度である。しかしこの数値にしても、それぞれ1．5から2以上の標準   
偏差を考えると、単なる目安程度にしかならないであろう。また下   
京町南側の会津町は、「元禄検地帳」には記載がないが、「安政屋舗   
帳．」から判断すると、厳密な数値はそろわないものの、他の町にく   




6割以上が地役人となっており、鉱山関係、製造販売関係は1人も   
いない。完全に役人のために作られた町であるといえよう。  
京町、特に中京町と下京町においても、地役人の割合は高いが、   
一方で針仕事や医師、薬屋といった製造販売、専門職も見られるよ   
うになる。この傾向は、米屋町から弥十郎町にかけてさらに顕著に   
なり、奉行所関係の中でも役所詰医師や塗師、人足など、奉行所出  
2．4．2奉行所周辺   
大久保長安の都市計画により誕生した町で、京町を中心として南  
側に地役人の多い会津町、北側に職人や専門職の多い米屋町、四十  
物町が展開する。米屋町や四十物町、さらに西側の八百屋町、味噌   
屋町などは、その名前からもうかがえる通り、本来食物関係の製造   
販売の町として想定されていたのであろう。この節では、会津町、   
下京町、米屋町（一部）、四十物町（一部）を復元の対象とする。  
この地域の復元を、図2－5に示す。  
この地域では、町がいくつかの層構造によって成り立っているこ   
とから、奥行にある程度そろった数値が見られる。そこで、推定さ  
れる町割りの計画寸法を想定し、分析すると以下のようになる。  
まずはっきり奥行がそろっているのは、米屋町北側と四十物町両   
側で、8間～9間となっている。北側の弥十郎町南側で9間～10間  
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図2－6 文政期石和町・材木町復元図（1：2・500）  
入りの職が多い。  
また長坂町で職人の割合がかなり高くなっているが、これは奉行  
所出入りのものも含めて、家大工が多く見られるからである。   
この地域の成り立ちが諏訪町までの町と蓮うのは、諏訪町までの  
町が谷に沿って展開していたのに対し、大工町以下、京町にかけて、   
尾根を中心として開かれていることである。またこれに関連して言   
えるのは、寸法、職業分布両面から見て、尾根上の町と周縁の町で   
は、明らかに格付けが見られることである。こうした格付けは、お  





あり、当初は、町ごとの職種別住みわけが計画的に行われていたこ   
とがうかがえる。  




残っているだけであって、人間に例えれば、皮や肉を失って骨格の   
みを残しているようなものである。といって、現在の相川に近世の   
職業分布をそのまま再現しよう、などという発想は、試みとしてす   
らとても考えられるものではない。とりも直さず、この町のかつて  
持っていたそうした特徴を、何らかのサインとしてどこかに残して   
おく必要があるのではないだろうか。  
2．4．3海沿いの町Ⅰ一羽田町以北   
この地域は、京町周辺と同様大久保長安の都市計画によって生ま   
れた町であり、1層あるいは2層の構造を持っている。ここでは代  
表例として、石和町、材木町を取り上げて復元した（図2－6）。  
羽田町から、町の北端にあたる柴町、水金町に至るこの地域は、   
紙屋町、大間町以南が2層、柴町が1層の構造を持っている。ここ  
で取り上げる石打町、材木町でも2層になっているが、こうした層   
構造の影響は、寸法計画上どのように出ているのだろうか。  
石打町西側と材木町東側、つまり背中合わせになっている部分で、   
奥行が一定の値でそろったものとなっている（石打町西側が8間半、   
材木町が13間半）。さらに北の小六町、板町でも、それぞれの奥行は   
そろっていないものの、その合計の値、つまり2つの町の通り間の  
距離は、ほぼ22問で濁川まで続いているのである。また、石和町南   
隣の塩屋町西側では14間半から15間半、新材木町東側では10間と   
なっている。  
次に間口については、材木町で2間半から3間半、石和町東側で   
3間、同町と羽田町の西側では3間半、柴町、小六町で4間。また   
新材木町では、両側で1間半と3間半が混在している。  
次に職業分布の特徴を見てみると、まず柴町、大間町から塩屋町、   














図2－7 羽田町以北の職業分布  
割合が高い。家大工や畳指、木挽といった建築関係の職人が多いの   
である。  
板町、材木町といった浜の町では、鉱山関係の労働者、中でも製   
錬関係が多く見られる。金山といってもいわゆる坑道だけで成り  
立っているわけではなく、むしろ工程としては、採掘されてからの   
方が多い。坑道以外でもいくらでも働き手が必要であったろう。砕   
いた鉱石を選りわける勝場仕事師、金銀の純度を製錬によって高め  
る大吹所仕事師などが見られる。  
この付近の職種別分布を、図2－7に掲げておく。   
一丁目以南の町が埋立てによって後年開発されたのに対し、この   
地域は、自然地形の海岸段丘下に開かれた町である。したがって一  
丁目以南に比べて山から海までの範囲が狭く、町の重なりも、多く  
ても大間町付近の3層にとどまっている。こうした層構造や、前項   
の職業分布から言えるのは、柴町から大間町を経て塩屋町、羽田町   
に至る通りが一応表通りになっているものの、表通りと、裏、つま   
り主として浜側に走る通りとの格差が、埋立てによる町に比べると  
小さい、ということである。前述の通り、確かに浜側の町に鉱山労   
働者が多いということはいえるのだが、表町に比較的多い販売・職   
人が、材木町、新材木町などにも見られる。  
先に下戸町、さらに下戸炭屋町と続いている。また、それぞれ表通  
りを中心に、山側に裏町、海側に浜町、新浜町と、これも規則正し   
い町割りが見られる。こうした何層にもわたる層構造は、羽田町以   
北の埋立て以前の町には見られないものである。  
復元は、二丁目とその裏町、浜町で行なった。（図2－8）   
前述の通り、かなりしっかりした層構造が見られるので、奥行に   
ついて各町の間に共通する規則性がある。一丁目は、町自体の形が   
台形であるため奥行が不揃いであるが、二丁目から四丁目では、表  
町東側で13間半、西側では12間半とそろっている。また浜町東側に   
おいても、二丁目、三丁目で12間、四丁目では11聞から12間と、表   
町より若干小さい値となっている。その他馬町東側で10間半、同西  
側で10間、下戸町東側で10問半、下戸炭屋町で12間半となっている。   
一方間口は、四丁目顔町では4聞から5間となっているが、その  
他一丁目から四丁目の表町、浜町と、下戸町、同炭屋町、同裏町で   
は、すべて5間である。  
この地域では、町ごとの職業分布がさらにはっきりしている。一  
丁目から下戸炭屋町まで通して、表町では製造販売関係、中でも販   
売の割合が高い。青物崖、濁酒屋など、生活必需品を扱うものが多   
く見られる。  
一方、浜へ出るにつれて、鉱山労働者の割合が高くなる。採掘関   
係よりも製錬関係の方が多いのは羽田町以北と変わらない。おそら   
くその理由も同様であろう。また四丁目の浜町にあたる市町、及び   
下戸町、下戸炭屋町の浜町では、農水の割合が高くなっている。こ  
2，4．4海沿いの町ⅠⅠ－一丁目以南、埋立てによる新しい町   
寛永6年（1629）の埋立てによって生まれた、比較的新しい町で   
ある。町名は、北から一丁目、二丁目と規則正しく並び、四丁目の  
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図2－8 文政期二丁目復元図（1：2．500）  
れは、海士漁師を含め、そのほとんどが漁師である。  
一丁目、及び下戸炭屋町の職種別分布を、図29に掲げる。  
計画当初から、表町を中心として明らかに格付けされたまちづく   
りが見られる。一丁目から四丁目までの表町では、浜町に比べて奥   
行も深く、職種も、商人や医師などが多い。逆に鉱山関係の占める   
割合は非常に低くなっている。また下戸町では、四丁目までよりも   
奥行が浅くなるが、職業分布の特徴は、ほとんど変わらない。ただ、  
下戸、下戸炭屋の各浜町では、魚仲買や魚売といった販売関係と漁   
師を合わせ、漁業関係者が、他の浜町に比べてかなり多くなってい   
る。  
一丁目から三丁目にかけては一応裏町が見られるが、表町から裏   
通りまで敷地が通っているところも多く、裏町が初めから形成され   
ていたとは考えにくい。おそらく表町東側の敷地分割によって、部   
分的に生まれたのであろう。また各町の裏町の通りは、表町、つま  
り埋立後の新しい町からみれば確かに裏通りであるが、それより山   
側の五郎左衛門町からみれば、これは立派な表通りなのである。一   
本の通りをはさんで対照的な性格の町が向かい合っているわけで、  
「埋立」という特殊な背景を色濃く映し出すよいしるしといえるだ   
ろう。  
羽田町以北では、海岸線と崖の間という制約からであろうか、同  
時期の開発である上町に見られるような町の格付けは、ほとんど現   
れていない。これに対しこの地域では、埋立てによってまちづくり   
がなされているため、町割りの計画にかなりの余裕が感じられる。  
明確な格付けが可能であるのも、計画時のこの余裕に原因があるの   




市形成から、大久保長安の計画による都市の骨格整備を経て、寛永   
期の埋立てによる町域拡大、上相川の衰退、さらには現在の上町の   
衰退に至る、相川の発展・衰退史を概観してみたい。  
2．5．1発展  
ここでは、都市の拡大局面、発展過程にスポットを当て、町の重   
心が、時代と共にどのように移動したのかを探る。  
開かれた当初の上相川にどのような人々が住んでいたかをうかが   
い知る史料は、残念ながらあまり見つかっていない。手掛かりとな   
るのは、少し時代が下るが、「元禄検地帳」による町割り、地割りの  
復元、及び「文政墨引」による文政期における職業分布である。   
まず寸法上の特徴であるが、間口については、町によってそれぞ   
れかなりばらつきがあるものの、平均してだいたい2間半から3間   
半程度となっており、下町、特に埋立てによって開かれた町に比べ  
ると小さい数字になっている。奥行は、完全にそろった数字は見ら   
れないが、平均して8聞から10間程度の町が多い。一方職業は、文   
政期において鉱山関係の割合がかなり高いが、この傾向は、当初は   
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図2－9 一丁目・下戸の職業分布  
さらに顕著であったろう。鉱山開発に直接関った人々が町を構成し、  
町による性格の違いは、あまり見られなかったと思われる。   
大久保長安が代官となった慶長期の都市計画で対象となったのは、   
大工町以下、京町にかけての上町と、大間町、柴町といった海沿い   
の町である。注目されるのは、上相川が台地上に造られ、宗徳町か   
ら諏訪町までの町が北沢の谷沿いに開かれているのに対し、大工町  
以下、つまり海よりでは、尾根を中心として町が展開していること   
である。都市基盤の確立前の初期の鉱山町では、とりあえず水の得   
やすい場所、ということで谷沿いに展開し、慶長期以降、町割りの   
しやすい尾根上に計画されたのであろう。  
この計画に際し、町の中心は、上町の奉行所周辺、京町周辺にお   
かれていたと考えられる。鉱山から尾根沿いに奉行所まで続く道を   
メインストリートとしてそこに京町を配置し、外側、特に北側に層  
状に町を展開させるという計画からも、明らかに町の中心的機能を   
持たせようという意図が感じられる。実際には上町だけでは人口の   
圧力を支えかね、海沿いに大間町などの町が展開しているが、こう   




地形的制約も大きく、いわば不本意に展開したのに対し、この時は   
埋立てに基づいて計画されたため、明快な計画によって層状の町を  
構成した。特に表町と浜町という2層の構造は、特に計画当初から  
明確に意図されていたと考えられ、寸法計画にも職種分布にも、そ   
の影響が現れている。一方一丁目から三丁目にかけて見られる裏町   
は、おそらく当初の計画には含まれていなかったと考えられる。五   
郎左衛門町などの通りは、表町の裏通り、つまり表町東側に面する   
敷地の裏口と位置づけられていたのではないだろうか。時代が下っ   
て敷地が分割され、裏通りに面して住む住人も現れて、「文政墨引」   
に見られるような両側町（五郎左衛門町などとあわせて）を形成す   
るようになったのであろう。  
なお、その裏町形成にも関係することであるが、江戸沢町、五郎   
左衛門町といった最も山に近い側の町は、埋立て以前から存在して   
いたと思われる。その理由は、一つにはどちらも道の東側（山側）   
にしか町がない、つまり片側町になっているということ。埋立て以   
前には、浜沿いの町であったことの現れではないだろうか。もう一   
つは、町割りが、一丁目、二丁目という海側のものと一致しないこ   
とである。特に五郎左衛門町は、二丁目から三丁目にまたがって展   
開している。おそらくこの地域にも、羽田町以北と同様、埋立て以  
前にすでにあふれだしによる町が展開していて、その当時は江戸沢  
町、五郎左衛門町などが海ぎわの町だったのであろう。埋立てによ   
り、新しくできた町のいわば裏町のような役割を果たすこととなっ  
たことは、前に述べた通りである。  
漁業関係者が多い下戸についてであるが、特に炭屋浜町ではその   
割合が高く、また海士町という町名も見られることから、この計画   
時に職業別に集団移住させられた可能性も考えられる。  
2ヲ   
2．5．2衰退   
相川町の近世から近代、そして現在に至る衰退の様子を追う。単  
にどこから衰退したかということだけでなく、地域による衰退のし   
かたの違いにも着目して考察してみた。  
ほとんど純粋に鉱山のためのみに開かれた上相川の町では、その   
存立基盤である鉱山が廃れると、町そのものの衰退も急速であった。   
「文政墨引」で上相川に分類されている7町に限ってみても、元禄   
期（筆数で209）、文政期（寺、町預りなどを除いて36）、安政期   
（同、30）と激減している。これがさらに明治期の「相川町字図」   
では、茶屋町・奈良町より上の大部分が畑地となってしまうのであ   
る。  
また嘉左衛門町、清右衛門町付近は、近代以降に鉱山施設が設置   
されたこともあって、建物はおろか町割りすらも、ほとんど往時の   
姿を偲ぶことはできない。  
諏訪町より下、大工町、新五郎町といった町では、近世における   
目だった衰退は見られない。むしろ鉱山労働者と、その生活を支え   
る商人や職人たちによって、新しい鉱山町としての地位を確立して   
いたようである。しかし近代以降、金山がもはや重要視されなくな   
り、また稼動は続けるものの、機械化による労働者の絶対必要数が   
少なくなると同時に、採掘そのもの以外の作業、つまり砕石・製錬   
といった、鉱山の作業の大部分が、下町に設けられた製錬所、さら   
には相川でなく、他の地域に持ち出されてから行なわれるように   
なったこともあって、この地域の衰退が始まったのではないだろう  
か。  
しかし、奉行所のあった京町周辺まで含めて、上町のこの地域で   
は、上相川で見られたような急激な衰退は、現在に至るまで見られ   
ていない。これは、確かに当初の産業基盤は失ったものの、郡市と   
して自立できる要素を他に何か持っていたからではないだろうか。  
奉行所は廃されたもののそこに裁判所が取って代わり、当初計画さ  
れた町割りは近代に入って今に至るまでそのまま受け継がれた。ま   
た鉱山町とはいっても、上相川とは違い、鉱山労働者のみならず、  
いやむしろ鉱山労働者よりも、商人や職人、医師といった職業がも   
ともと多く見られる地域でもある。このような町だからこそ、産業   
基盤が変化しても、都市として完結して存続していくことができた   
とはいえないだろうか。「金山のため」というはっきりした目的がを  
失い、他の何らかの基盤を模索しながらも、都市として存続してく   
ることができたのである。つまり、都市の骨組みともいうべき当初   
の計画がしっかり作られていたために、衰退はしても、そのスピー  
ドは緩やかだったのであろう。こうした点が、上相川との違いとなっ   
て現れたと考えられる。  
2．5．3町の現状  
金山の閉山を受け、町からの人の流出は、ますます激しくなって   
いる。金山一奉行所周りの行政の町一海沿いの商業・職人・漁業の   
町、というこの町本来の明確な構造も、羽田町から一丁目にかけて   
の商店街にわずかにその残樺が見られるのみである。もともと金山   
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周辺の台地上の町を起点に尾根上に町が延び、この尾根が海に落ち   
込むところから左右にわかれて海沿いの町が展開する、というT字  
型の構造を持っていた相川であるが、現在ではそのT字の「脚」が  
すっかり短くなり、ほとんど「両腕」だけの町になってしまってい   
る。前章で、当初都市計画に起因する「衰退の緩やかさ」について  
ふれたが、緩やかでも着実に進んでいた衰退の波は、ついに止まる   
ことはなかった。第1章の変遷のところでも述べたが、単一の産業   
基盤によって発展した町の場合、その基盤を失い、それに代わる新   
しい明確な存立基盤を見出し得なければ、遅かれ早かれこのように   
重心の不確かな町になるのは致し方のないことなのであろう。  
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